
会津若松市における　　　　　　　　
　　　オープンデータの取組について

会津若松市 総務部 情報政策課
 総務主幹　本島　靖
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※この資料は、LibreOffice Impress（ﾘﾌﾞﾚｵﾌｨｽ ｲﾝﾌﾟﾚｽ）で作成しています！



会津若松市のご紹介
● 地理

福島県の西部に位置しており、磐梯山や猪苗代湖など
豊かな自然に囲まれた、自然景観に恵まれたまちです

● 歴史
古事記や日本書紀などにも「相津」と記され、東と北
の出会う重要な接点として位置づけられています。ま
た、会津は、戊辰の戦いによって武家支配が終焉を迎
えるまで、中央と地方（奥州）との政治勢力が拮抗す
る一大拠点でした。

● 産業
国内有数の観光産業　　　　酒、漆器等の地場産業
ＩＣ関連の最先端産業　　　ＩＴ関連産業の創設

● 大学
平成５年開学の会津大学
先進のコンピュータサイエンティスト養成を目的
コンピュータと英語教育に特徴
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１.これまでの取組経過

4



オープンデータの取組開始
● オープンデータの取り組みや動向への着目

⇒平成24年7月3日～

● 市公式サイトからのデータ公開　
⇒平成24年7月23日～　住基人口、公共施設MAP

※Start Small
（すぐ出来ることから・・・）

①ライセンスの明示
（オープンライセンス）

②CSVでデータ公開
（オープンフォーマット）
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オープンデータ支援サービスの活用
● LinkData.orgを活用（RDF形式での公開）

⇒平成25年1月28日～

出典：LinkData.org（http://linkdata.org/）より
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評価指数ランキングの有効活用

出典：CityData（http://citydata.jp//）より
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※ 平成27年11月5日現在



平成１３年度～　３ヵ年ごと

会津若松市地域情報化基本計画
● 第５次会津若松市地域情報化基本計画

～ICTを活用した魅力ある「情報化のまち」を目指して～

≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

≪基本目標≫
●地域コミュニティとの協働に
よるきずなづくり
●災害に強いまちづくり
●情報化社会に適応した行政
サービスの向上　
●情報発信による地域産業・経
済の発展

２次計画 ３次計画 ４次計画

５次
計画

１次計画

産学官公民
による

「連携」
大学

市民

企業地域
団体

行政

平成25年度～平成28年度

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

オープンデータ
拡充・普及啓発
推進を明記

平成25年4月～
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庁内検討チームの設置

対応

評価

調整
・
指示

方針
報告

方針

情報化推進本部情報化推進本部

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報化統括推進委員会
（ＣＩＯチーム）

情報セキュリティ
委員会

情報セキュリティ
委員会

ＣＩＯ※（副市長）ＣＩＯ※（副市長）

庁内情報化
推進会議

庁内情報化
推進会議

当市の行政全般に係る
情報化推進

情報システム
導入・更新

セキュリティ対策
事故対応など

セキュリティ対策
事故対応など

オープンデータ
推進検討チーム
（関係職員による

調査・研究

※ＣＩＯ（ｼｰ ｱｲ ｵｰ ： Chief Information Officer）⇒最高情報統括責任者

設
置

平成25年11月～

9



オープンデータ取組ガイド
● J-LIS（地方公共団体情報システム機構）

平成27年3月公表
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出典：地方公共団体情報システム機構ＷＥＢサイト「オープンデータ取組ガイドについて」
（https://www.j-lis.go.jp/kenkai/opendata/h26_opendataguide.html）より



２.オープンデータ活用基盤の構築
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オープンデータ活用基盤の構築

● 総務省実証事業「ＩＣＴ街づくり推進事業」の委託を受け、
会津若松市「地域公共ネットワーク基盤構築事業」を実施
（平成25年9月～平成26年3月）

● 本事業で実施した６つの内容
　１．ICTサービス・プラットフォームの構築
　２．市民サービスのＩＤ統合
　３．ＳＤＮ技術を活用した災害に強い行政ネットワークの検証
　４．ビッグデータ（交通情報）収集の実証
　５．新規産業振興の促進
　６．公共アナリティクス人材の育成
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オープンデータ活用基盤「D4C」

複数の形式に変換して
ダウンロード出来る

複数の形式に変換して
ダウンロード出来る

データ公開、機能要望など
リクエスト受付

データ公開、機能要望など
リクエスト受付
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DATA for CITIZEN（http://data4citizen.jp）
総務省「平成24年度補正予算 ICT街づくり推進事業」により構築

使いやすいアプリを提供
API経由でのデータ取得可能
使いやすいアプリを提供

API経由でのデータ取得可能



オープンデータによる業務の効率化
● 住基人口統計データをオープンデータ化した事例では、

⇒　公開に掛かる作業時間が４分の１以下に短縮

基礎データ基礎データ
編集・加工
WEBサイト

へ登録

編集・加工
WEBサイト

へ登録
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オープンデータオープンデータ

WEBアプリなら
検索するだけで
データが呼び出せ
るから便利!!

データを追加するだけで、
D4C上のWEBアプリから表示

これまで

これから



地域の課題やニーズ等への対応

データセットデータセット

アプリアプリ

要　望要　望

多様なデータリクエストに
　　　　　可能な限り対応

市役所

地域コミュニティ　　
市民ハッカー　　

地元ICTベンチャー
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※ 開発者向けサービスとして「DEV for CITIZEN」を提供



３.地域コミュニティとの連携
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CODE for AIZU

行動 for 会津（CODE for AIZU）
⇒賛同・協力する人それぞれが
自分の立場やスキルでもって
地域をよくしていくためのコミュニティ

出典：CODE for AIZU WEBサイト（http://aizu.io/about/）より
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「消火栓マップ」のような活用事例が具体化している。

ITスキルを活かして地域の課題を解決

他地区の応援だと
消火栓の場所が
わからないんだよ

消火栓の
位置情報を

オープンデータ
にしよう！

地域コミュニティ
市民ハッカー、地元ICTベンチャー

市役所

地元消防団

地図検索できる
アプリに

してみたよ！
会津大学と連携した
アプリ開発や
人材育成にも積極的

↓映像出典：NHK クローズアップ現代（2014.9.17放送）
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オープンカフェ会津
19

● CODE for AIZUが主催する活動のひとつ
⇒ 地域で活動する方を講師に招き、様々なテーマの課題などを共有する場をつくる
（良いアイディアがでると、個別プロジェクトが始動!!）
⇒ 以前は「オープンデータ・カフェ」だったが、「データ」を外しだれでも気軽に参
加できる場に
⇒ 何の団体かイメージしやすい名称として「行動 for 会津」を使用



オープンデータ啓発イベント等との連携
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● UDC（ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｰﾀﾁｬﾚﾝｼﾞ）2015 in 会津若松
⇒ 地域拠点に選定（2015/7/13 ｷｯｸｵﾌ）

● Mashup Awards 11 部門賞予選
～ Mashup Awards Hackathon with Students 会津編 ～

⇒ 2015/8/8 ～9、會津稽古堂にて開催
● International Open Data Day in Aizu

⇒ 2013、2014、2015、2016
● Hack For Town in Aizu

⇒ 2014、2015、2016



４.会津大学との連携による人材育成
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会津大学のアナリティクス人材育成
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● ベンチャー体験工房：ビジネスアナリティクス

出典：会津大学WEBサイト「平成27年度ベンチャー体験工房7 」
（http://www.u-aizu.ac.jp/undergraduate/curriculum/277.htmll）より



25万人が不足

データアナリティクス人材の不足
● 日本ではビッグデータ関連の雇用が36万5千人分増える見込み

しかし、実際に雇用条件を満たせる人材は11万人程度

出典：Gartner Symposium Report：201x年に情報システム部門はどうするべきか？
（http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/1210/04/news117.html）より

● ビッグデータは日本の経済成長の原動力にもなるはず。だが十
分なデータ分析のスキルを持つ人材がいない。
人材育成の仕組みも充足しているとは言い難い。

国内の
ビッグデータ関連で

36万5000人分の
雇用増が
見込まれる

対応できる
人材は

11万人程度
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オープンデータオープンデータ

総合戦略におけるアナリティクス人材育成
24

● 会津若松市 まち・ひと・しごと創生総合戦略
（平成27年4月）
⇒会津大学を中心とした
　アナリティクス産業・ICT 関連企業の集積
　　　　　　　　　　(地方創生を推進するための5つの柱のひとつ)

　⇒アナリティクス人材育成の推進
　　仮想データによる教育ではなく、
　　　　　　実際のデータに基づくアナリティクス人材の育成

会津大学
アナリティクス講座



５.現状の課題とこれからの取組
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改ざん等の不安の解消

● 出来るだけ簡単に真正性を確保する方法
⇒原本データを公開すること！

※原本との照合・比較を可能に

利用者A
による

改変・再配布

利用者B
による

改変・再配布

公式サイトでの
原本データ公開
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業務負荷が増える懸念の解消
● 新たなコストを発生させずにオープンデータ

を生成 ⇒ 加工の手間を省く発想

汎用的な形式
の元データ
汎用的な形式
の元データ

人の目で
見やすいように

整形して
ウェブ等で公開

人の目で
見やすいように

整形して
ウェブ等で公開

そのまま
オープンデータ

として公開

そのまま
オープンデータ

として公開

機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

機械判読可能な
形式に変換し

オープンデータ
として公開

情報システムで
データ出力

※ データの鮮度や質を保つため更新の継続も重要！

コスト増
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行政の効率化・経済の活性化
● 市民のニーズにあった多様な形態での情報提供

⇒　オープンデータにすることで実現可能性が拡大

基礎資料基礎資料

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

行政側で
多くの人が
見やすいように
整形して公開

オープンデータ
として公開

オープンデータ
として公開

地域企業
コミュニティ
ＮＰＯなど

これまで

これから

負荷軽減
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付加価値への対価も・・・
⇒新たな経済活動



オープンデータコンテストの開催
29

● 平成27年度（最高賞金20万円）
　　　募集期間：7月10日～11月12日

● 平成26年度実績
⇒応募総数 63件
　
アプリ・サービス部門
　　　・・・・・15件
データ部門・・・ 9件
アイデア部門・・36件
活動部門・・・・ 3件



オープンデータ実証実験①

オープンデータオープンデータ

車両位置
情報管理
アプリ

※車両位置の表示イメージ

車輌位置情報及び走行情報の
オープンデータ実証業務

・車載したスマートフォン
で、加速度データを収集
（路面の凸凹等の計測）
　

・同時に、現在位置を発信

位置情報を活用した
アプリの提供
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エコろん号：協力（資）広田タクシー



オープンデータ実証実験②

オープンデータオープンデータ

近距離通信無線標識（ビーコン）
を活用したオープンデータ実証業務

※ビーコン設置位置の表示イメージ

ビーコン
連動
アプリ

ビーコンID
設置情報など
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オープンデータ実証実験③

オープンデータオープンデータ

デジタルデバイド解消に向けた
音声伝達によるオープンデータ
活用実証業務

○月○日のイベント情報は・・・○月○日のイベント情報は・・・

現在、大雪警報が発表されて・・・現在、大雪警報が発表されて・・・

音声応答
クラウドサービス
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出典：福島民友新聞
（平成27年6月16日朝刊）



会津若松市のWEBサイトでの情報公開
  http://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2009122400048/

ご清聴ありがとうございました。
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あかべぇ
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